

































































































































































（United Nations Development Programme）の『人間開発報告書1994年
版』である。この報告書によると人間の安全保障には次の4つの重要な論点
がある。①人間の安全保障はユニヴァーサル、すなわち世界中すべての人間
の問題である。②人間の安全保障の諸問題はそれぞれ密接につながっている。
③人間の安全保障を実現するには、問題の発牛した早い段階で手を打つ方が
簡単である。④大開の安全保障は人間中心である。
「人間の安全保障」の欠如とグローバル化
人間の安全保障（ヒューマン・セキュリティー）の欠如問題は　当初、経
済成長と配分の公平が結びついているケースでも生じる可能性がある。韓国
を含む束アジア経済は、1980年代から1990年代にかけて、成長と配分の公
平をつなぐことに成功し、世界中のエコノミストたちから高い評価を受けた。
しかし、1997年にアジア経済危機が生じた際、経済活動から放り出され仕
事を失った人々にとっては、それまでの公平を伴う経済成長でも、結果的に
ヒューマン・セキュリティーを保証するものではないことが露呈された。同
様の例はほかにも多く存在する。
人間の安全保障が欠如している問題は　今日、多様な形で世界中の人類を
脅かしている。これに呼応し、国際連合も）欠乏からの自由」と「恐怖から
の自由」の方針を打ち出している。国際社会、世界の市民連合組織、NGOな
どが、そのような脅威を発生させる根源に正面から向き合い、どのようにし
たら脅威を減少させ、根絶させていくことを目指すことには正当な理由があ
る。そして、グローバル化は、多様な形で人間の安全保障に関する弊害を克
服することに大きなチャンスを与えてくれる。
その一方で、現代の世界の体質が大岡の安全保障の欠如を顕著にさせてい
る。超大国アメリカの軍事力をもってしても守れなかった2001年9月11
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日の同時多発テロ事件は、グローバルな組織を持つイスラム過激派の専門家
集団である。ルワンダ　コンゴ　旧ユーゴスラビアで発生した暴力は特定地
域に限定された現象であっても、グローバルな抗争と紛争をともなう事件で
あるo特定国による野蛮な行為で起きる、大量難民の国境越えの問題に対し
ては、国連難民高等弁務官事務所がグローバルな人間の安全保障問題として、
大きな役割を果たしている。さらに、エイズなどの重大な感染症問題にもグ
ローバルな対応が欠かせないことは明白である。
「人間開発の自由」と経済開発
これまでに述べてきたことから、「人間の安全保障」を構築することは、す
べての大岡が自分らしく牛きることができるようにすることであると換言で
きる。2001年、日本主導で国連に設置された「人間の安全保障委員会」に
おいて、緒方貞子日本国際協力機構理事長とともに共同議長を務めたアマル
ティア・セン教授は、開発を国民総生産の成長所得（GNP）、個人所得の上昇、
技術進歩などを示す従来の狭い見解ではなく、人間が享受する「実質的な日
向の拡大のプロセス＿）であるとの考え方を提唱した。
これは「政治参加の自由」や「基礎教育や医療を受ける機会」などを示し、
GNPや個人所得の増大は、実質的自由の手段ではあっても目的ではないとい
う見解である。故に、経済開発はこれらの目刺阻害要因を取り除くことが主
眼となる。貧困と圧政、経済機会の欠乏と系統的な社会的窮乏、公共的施設
の欠如と抑圧的国家の不寛容などの阻害要因を問題視しない開発独裁の経済
開発論は受け入れられないと論じている。
この見解に立ち、「貧困」は単純な物質的窮乏ではなく「潜在能力の剥奪＿）
と捉え、人間が価値ある生活を送るための自由を奪われていると論じる。こ
の論では、所得は商いが政治参加の自由がない人や、富裕だが医療に高額の
費用がかかる病人などは、貧しいと解釈される。そして、教育機会を剥奪さ
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れた世界の子供やジェンダー差別により潜在能力を抑制され続けた世界の女
性なども貧困そのものである。
故に、開発計画には貧困克服を目的に、政治参加の自由、医療保障、子供
への教育の確立、女性の経済的自立をともなう雇用政策などが不可欠となる。
地球的公共悪の増大と人間の安全保障
国連開発計画（UNDP）によると、地球的公共財（公共善）としてオゾン
層や大気・気象などの「地球的規模の自然的共有財」、普遍的人権などの世界
共通の規範・原則や科学知識・インターネットなどの「地球規模の人為的共
有財」、平和・健康・金融安定など「地球規模の政策の所産」などを挙げてい
る。これに対し地球的公共悪として、オゾン層の減少と放射線の増加、地球
温暖化のリスク、人権侵害や不正・不平等、情報格差と排除、戦争・地域紛争、
疾病と金融危機などを挙げている。
日本主導で結成された　上大岡の安全保障委員会」共同議長のセン教授によ
れば、グローバル化は「正の側面」として人間の実質的白田と地球的公共財（公
共善）をもたらす一方で「負の側面」として地球的公共悪につながることか
ら、この「負の側面」を克服するための「人間の安全保障」を論じている。
故に、グローバル化自体に反対することではなく、グローバル化の負の側
面に含まれる「不平等の解消」と、弱者の人々の「生活の安全保障」を支え
るための公共政策を具現化することが、特に肝要であるという考えである。
おわりに
これまで安全保障といえば「国家の安全保障」が中心的議題であり、国連
の最高意思決定機関である安全保障理事会の場などにおいて、関係各国がそ
れぞれの国益を念頭に、国際政治経済・軍事・外交上の織烈な討論を繰り広
げてきた。しかるに今日、国家自体が国民や市民の生活を守れず、安心・安全・
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安定を確保できないケースが増大してきたために、国家の軍事的防衛よりむ
しろ人間中心の「人間の安全保障」の考え方に、国際社会の関心がシフトさ
れてきた。
すなわち、これまでは国家の安全保障と人間の安全保障はほぼ重なってお
り、あえて区別する必要性も少なかったといえる。しかし、これからの時代
は両者が重ならない側面が増大し、人間の安全保障をより重視していく公共
政策の必要性が高まってくることが予想される。
それでは国際社会において、この人間の安全保障を具現化する役割を担う
当事者は誰であろうか。先ず、民間支援団体（非政府組織NGOもしくは市
民社会団体CSO）がこれから主要な役割を担っていくことであろう。世界の
途上国における開発や援助活動にとどまらず、先進諸国の人間の安全保障を
テ‾マとする各種行動に関しても活動が活発化している。一一・万、国際機関と
しては、国連内部の、国連開発計画（UNDP）、国際労働機関（II．0）、国連難
民高等弁務官事務所（UNHCR）などが専門の関係機関である。国際的ルール
を犯している国家群に対し意見を申し述べ場合によって独自に調査団も派
遣するo　さらに平和維持活動（PKO）の派遣も国連の大切な任務である。
21世紀のこれからの時代においてば超大国アメリカや先進主要国だけで
は解決の方向性も打ち出せない、地球的課題がますます増えてくる。世界最
強の軍事大国アメリカでも防げなかった2001年9月11日の同時多発テロ
事件に象徴される旧家の安全保障と人間の安全保障との轟離」、女性の人権
問題や子供の人身売買、IIIVエイズ・マラリア・鳥インフルエンザ・サーズ
などの感染症、1997年7月のタイが震源地の経済危機、先進主要国による
グローバル規模での武器輸出、国際的犯罪組織の暗躍、民間軍事会社の台頭
などグローバル化による負の側面の実例は、今後も増え続けていくことから、
時代の軸足の変化ともいえる「人間の安全保障」の新しい視点をもってこの
ような地球規模の喫緊の課題に対し、人類の総力を挙げて取り組んでいく姿
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勢を忘れてはならない。
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